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容
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
の
3
年
間
を
「
大
学
改
革
加
速
期

間
」
と
し
て
設
定
し
、
各
大
学
の
機
能

強
化
の
視
点
と
し
て
、
①
強
み
・
特
色

の
重
点
化
、
②
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
③
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、
④
人
材
育
成
機

能
の
強
化
の
4
項
目
を
掲
げ
、
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
教
育
研
究
組
織
づ

く
り
を
求
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
、
本
学

の
強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
地
域
か
ら

の
要
請
に
応
え
う
る
大
学
と
な
る
た
め
、

平
成
28
年
度
に
次
の
組
織
改
革
を
行
い

ま
す
。

❶ 

生
物
資
源
産
業
学
部
の
新
設

本
学
の
立
地
す
る
徳
島
県
は
、
美
し

い
自
然
と
豊
か
な
資
源
に
恵
ま
れ
、
古

く
か
ら
農
林
水
産
業
が
盛
ん
な
県
で
あ

り
な
が
ら
中
国
・
四
国
地
区
で
農
学
系

学
部
が
な
い
の
は
徳
島
県
だ
け
で
し
た
。

一
方
、
徳
島
県
は
「
農
林
水
産
業
の
推

進
・
農
林
水
産
分
野
に
お
け
る
人
づ
く

り
」
を
主
要
施
策
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
に
根
ざ
し

世
界
を
見
据
え
た
農
学
系
新
学
部
の
設

置
が
地
域
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
本
学
の
生
命
系
の
教
育
研

究
機
能
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
工
学
部

生
物
工
学
科
、
総
合
科
学
部
環
境
共
生

分
野
、
農
工
商
連
携
セ
ン
タ
ー
の
教
員

生
命
科
学
に
関
す
る
幅
広
い
専
門
知
識

と
、
生
物
資
源
の
製
品
化
、
産
業
化
に

応
用
で
き
る
知
識
と
技
術
を
有
し
、
国

際
的
視
野
に
立
っ
て
、
生
物
資
源
を
活

用
し
た
新
た
な
産
業
の
創
出
に
貢
献
で

き
る
人
材
」
を
育
成
し
ま
す
。

３
つ
の
履
修
コ
ー
ス

学
科
に
は
、
応
用
生
命
コ
ー
ス
、
食

料
科
学
コ
ー
ス
、
生
物
生
産
シ
ス
テ
ム

コ
ー
ス
の
３
つ
の
履
修
コ
ー
ス
を
設
置

し
ま
す
。
応
用
生
命
コ
ー
ス
で
は
、
生

物
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
生
物
資

源
（
微
生
物
・
培
養
細
胞
）
の
ヘ
ル
ス
サ

イ
エ
ン
ス
へ
の
応
用
と
製
品
化
に
よ
っ

て
バ
イ
オ
産
業
の
育
成
と
経
済
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

食
料
科
学
コ
ー
ス
で
は
、
栄
養
・
健
康

の
観
点
か
ら
生
物
資
源
を
捉
え
、
食
料

問
題
の
解
決
、
有
用
成
分
の
発
見
と
機

能
性
食
品
開
発
に
よ
っ
て
食
品
産
業
の

育
成
と
経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人

材
を
養
成
し
ま
す
。
生
物
生
産
シ
ス
テ

ム
コ
ー
ス
で
は
、
農
工
連
携
に
よ
る
生

物
資
源
の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
、育
種
・

品
種
改
良
、
資
源
の
高
機
能
化
に
よ
っ

て
１
次
産
業
を
発
展
さ
せ
、地
域
社
会
・

経
済
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

養
成
し
ま
す
。

教
育
面
で
は
、
多
様
な
生
物
資
源
と

応
用
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
専
門
知
識

を
学
ぶ
と
共
に
、
商
品
開
発
と
産
業
化

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
高
齢
化
の
進

展
、
さ
ら
に
は
新
興
国
の
台
頭
な
ど
に

よ
る
競
争
激
化
な
ど
国
立
大
学
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
か
ら
、
文
部
科
学
省

は
平
成
25
年
11
月
に
「
国
立
大
学
改
革

プ
ラ
ン
」
を
発
出
し
ま
し
た
。
そ
の
内

新
設
の
背
景

バ
イ
オ
産
業
に
よ
る
地
球
的
課
題
の

解
決
と
地
方
創
生　

地
球
規
模
で
の
人
口
増
加
と
地
球
温

暖
化
、
ま
た
T
P
P
導
入
に
よ
る
一

次
産
業
の
国
際
競
争
激
化
、
i
P
S

細
胞
を
利
用
す
る
再
生
医
療
な
ど
の
医

療
技
術
の
高
度
化
に
備
え
て
、
最
新
の

生
命
科
学
技
術
に
よ
る
新
た
な
産
業
の

創
出
は
、
我
が
国
の
緊
急
の
課
題
で
す
。

ま
た
、
徳
島
県
も
含
め
地
方
は
、
地
域

経
済
の
活
性
化
も
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
農
林
水
産
物
を
は
じ
め
バ
イ
オ

マ
ス
、
土
地
、
水
な
ど
様
々
な
地
域
資

源
を
豊
富
に
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
次
産
業
と
２
次
、
３
次
産
業
と
の
連

鎖
を
促
す
仕
組
み
が
弱
い
た
め
に
そ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
学
は
、
全
国
地
方
大
学
の
中
で
も
、

特
に
生
命
科
学
に
関
す
る
人
材
が
豊
富

で
あ
り
、
工
学
部
生
物
工
学
科
や
農
工

商
連
携
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
医
療
、

食
料
、
農
業
分
野
に
関
す
る
バ
イ
オ
技

術
、
ま
た
、
総
合
科
学
部
の
環
境
共
生

コ
ー
ス
で
は
、
森
林
資
源
や
水
産
資
源

の
活
用
、
環
境
保
全
、
さ
ら
に
、
医
学

部
医
科
栄
養
学
科
、
薬
学
部
で
は
食
素

材
や
植
物
資
源
の
機
能
性
に
関
す
る
高

度
な
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
人
材
を
集
中
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
本
学
の
人
的
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
、
ヘ
ル
ス
（
医
）・
フ
ー

ド
（
食
）・
ア
グ
リ
（
農
）
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
農
山
漁
村
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
、
地
域
を
活
性
化
す
る
人
材
、

バ
イ
オ
産
業
を
創
出
し
経
済
を
活
性
化

す
る
人
材
を
輩
出
で
き
る
新
し
い
学

部
「
生
物
資
源
産
業
学
部
」
を
設
置
し
、

本
学
の
教
育
研
究
体
制
を
充
実
さ
せ
ま

す
。

養
成
す
る
人
材
像
と
学
び
の
特
色

最
先
端
の
バ
イ
オ
技
術
の
発
展
と
産
業

化
に
貢
献
で
き
る
人
材
養
成

本
学
部
で
は
、「
１
次
産
業
、
食
料
、

を
中
心
に
、
医
・
歯
・
薬
学
部
の
関
係

教
員
、
さ
ら
に
外
部
か
ら
も
教
員
を
招

聘
し
て
、
新
学
部
「
生
物
資
源
産
業
学

部
」
を
新
設
し
ま
す
。
こ
の
生
物
資
源

産
業
学
部
で
は
、
生
物
資
源
を
活
用
し

た
新
た
な
産
業
の
創
出
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

❷ 

理
工
学
部
へ
の
改
組

総
合
科
学
部
自
然
科
学
分
野
の
教
員

と
生
物
工
学
科
を
除
く
工
学
部
教
員
を

再
配
置
し
、
こ
れ
ま
で
工
学
部
に
お
い

て
培
っ
て
き
た
「
も
の
づ
く
り
」
を
中

心
と
し
た
教
育
研
究
と
、
総
合
科
学
部

自
然
科
学
分
野
で
行
っ
て
き
た
「
自
然

科
学
の
真
理
の
探
究
」
の
融
合
に
よ
り
、

新
た
な
創
造
力
を
生
み
出
す
「
理
工
学

部
」
に
発
展
的
に
改
組
し
ま
す
。
理
工

学
部
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
科
の
壁
を
取

り
払
っ
て
理
学
基
礎
教
育
・
工
学
基
礎

教
育
と
学
際
専
門
教
育
の
体
系
的
履
修

に
よ
る
分
野
横
断
型
の
人
材
を
育
成
し

ま
す
。
理
工
学
部
の
設
置
に
よ
っ
て
、

「
理
系
に
強
い
」
本
学
の
特
色
を
一
層

明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❸ 

総
合
科
学
部
の
改
組

生
物
資
源
産
業
学
部
の
新
設
と
、
理

工
学
部
へ
の
改
組
に
伴
い
、
総
合
科
学

部
を
社
会
科
学
系
に
特
化
し
た
学
部
に

改
組
し
ま
す
。
新
し
い
総
合
科
学
部
は
、

に
必
要
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
済
経

営
に
関
し
て
も
講
義
と
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
学
習
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
、
よ
り
実
践
的
人
材
を
育
成
し

ま
す
。

専
門
性
を
高
め
る
卒
業
研
究

３
年
次
後
期
か
ら
希
望
す
る
研
究
室

に
所
属
し
、
テ
ー
マ
の
見
つ
け
方
や
具

体
的
な
研
究
手
法
を
学
ん
だ
後
に
、
4

年
次
か
ら
本
格
的
に
研
究
活
動
を
ス

こ
れ
ま
で
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
を
担
う
地

域
人
材
を
育
成
す
る
「
心
身
健
康
コ
ー

ス
」「
公
共
政
策
コ
ー
ス
」「
地
域
創
生

コ
ー
ス
」
に
加
え
、
新
た
に
「
国
際
教

養
コ
ー
ス
」
を
設
置
し
、「
地
域
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
に
も
対
応
す
る
学
部
に

改
組
し
、
地
方
創
生
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

❹ 

教
養
教
育
院
の
新
設

全
学
的
な
教
養
教
育
を
実
施
す
る
た

め
の
実
施
責
任
部
局
と
し
て
「
教
養
教

育
院
」
を
設
置
し
ま
す
。
現
在
の
科
目

群
を
見
直
し
、
医
療
基
盤
教
育
科
目
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
科
目
な
ど
8
科

目
に
区
分
し
、
入
学
時
か
ら
卒
業
時
ま

で
の
間
、
各
学
部
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ

シ
ー
に
応
じ
た
教
養
教
育
を
行
い
ま
す
。

❺ 

先
端
酵
素
学
研
究
所
の
設
置

疾
患
酵
素
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
疾
患

プ
ロ
テ
オ
ゲ
ノ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
、
藤

井
節
郎
記
念
医
科
学
セ
ン
タ
ー
等
を
有

機
的
に
統
合
し
、
本
学
の
特
色
・
強
み

で
あ
る
酵
素
学
、
健
康
生
命
科
学
分
野

の
教
育
研
究
機
能
強
化
を
図
り
、
世
界

レ
ベ
ル
の
疾
患
生
命
科
学
研
究
拠
点
の

形
成
と
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
人
材
を
育
成

し
ま
す
。

タ
ー
ト
し
ま
す
。
特
色
は
、
４
年
次
に

学
内
の
ほ
か
、
徳
島
県
の
研
究
施
設
や

企
業
に
お
い
て
卒
業
研
究
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
長  

香
川 

征 
（
か
が
わ 

す
す
む
）

特集 徳島大学の組織改革

社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る

組
織
改
編
に
よ
り
機
能
強
化
を
図
る

卒業後の進路
●製薬系企業         ●食品関連企業
●化学系企業         ●発酵醸造関連企業
●医用工学系企業  ●国家公務員
●地方公務員         ●農林水産系各種団体
●植物工場エンジニア
●フードビジネス・アグリビジネス自営
●食品流通業         ●商社
●大学院進学

新
設
学
部 

生
物
資
源
産
業
学
部
紹
介

生物資源産業学部 設置準
備委員会委員長

（学長補佐・大学改革担当） 

辻 明彦
（つじ あきひこ）
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コ
ー
ス
配
属
は
入
学
時
に
行
い
ま
す

が
、
2
年
次
に
コ
ー
ス
変
更
を
可
能
と

す
る
経
過
選
択
制
を
導
入
し
、
学
生
の

コ
ー
ス
配
属
ミ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
を
抑
止
し
ま

す
。

④
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
人
材
の
養
成

を
目
指
し
た
理
工
融
合
教
育

　

多
く
の
場
合
、
技
術
革
新
は
個
別

専
門
分
野
を
貫
く
基
礎
的
な
知
識
（
理

学
）
と
、
高
度
化
・
専
門
化
し
た
知
識

（
工
学
）
が
融
合
し
た
「
融
合
知
識
」

か
ら
現
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

「
融
合
知
識
」
を
備
え
た
人
材
を
養
成

し
ま
す
。

⑤
所
属
コ
ー
ス
に
限
ら
な
い
卒
業
研
究

の
実
施

　

理
工
学
全
体
に
わ
た
る
基
礎
学
力
を

備
え
た
上
で
専
門
教
育
を
学
び
、
所
属

コ
ー
ス
と
他
コ
ー
ス
の
専
門
知
識
を
活

か
し
他
コ
ー
ス
で
の
卒
業
研
究
も
可
能

と
し
ま
す
。

⑥
科
学・技
術・工
学・数
学
4
分
野
の
理

工
学
基
礎
教
育（
以
下「
S
T
E
M 

教
育
」）

　

近
年
、
欧
米
を
中
心
と
し
た
先
進

国
に
お
い
て
科
学
技
術
人
材
養
成
の

国
家
戦
略
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る

S
T
E
M 

教
育
を
、
教
養
教
育
科
目

の
基
礎
数
学
、
基
礎
物
理
学
、
社
会
科

学
関
連
科
目
等
と
と
も
に
専
門
教
育
科

目
の
基
盤
数
学
、
基
盤
物
理
学
と
し
て

充
実
さ
せ
ま
す
。

⑦
6
年
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入

新
・
総
合
科
学
部
で
は
、
人
文
・
人
間
・

社
会
・
地
域
・
情
報
等
の
諸
科
学
に
お

け
る
専
門
知
識
や
専
門
技
能
、
技
術
を

身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
専
門
分
野
の

融
合
を
図
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
現
代
社
会
の
諸
問
題
や
地
域
課
題

を
理
解
し
、
課
題
解
決
に
対
応
し
得
る

実
践
的
な
人
材
の
養
成
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、﹁
国
際
教
養
﹂

﹁
心
身
健
康
﹂﹁
公
共
政
策
﹂﹁
地
域
創
生
﹂

の
４
つ
の
専
門
コ
ー
ス
を
設
け
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
諸
課
題
に
つ
い

て
的
確
な
考
察
・
分
析
が
で
き
、
地
域

や
社
会
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
き
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を
養

成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
π
（
パ
イ
）
字
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
展
開

そ
こ
で
新
・
総
合
科
学
部
で
は
、
２

年
次
に
配
属
と
な
る
４
つ
の
コ
ー
ス
で

専
門
的
な
知
識
や
ス
キ
ル
の
修
得
に
重

き
を
置
く
一
方
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ

る
汎
用
性
の
高
い
テ
ー
マ
別
の
「
実
践

学
習
科
目
」
を
開
設
し
、
コ
ー
ス
専
門

科
目
と
の
連
携
を
深
め
る
「
π
（
パ
イ
）

字
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
展
開
し
ま

す
。「

実
践
学
習
科
目
」
は
、
コ
ー
ス
横

断
的
な
履
修
を
通
じ
て
、
総
合
的
な
視

野
と
実
践
的
な
学
修
体
験
を
養
う
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
学
内
外
の
国

際
（
交
流
）
セ
ン
タ
ー
や
行
政
・
自
治
体
、

「
理
工
」
と
い
う
融
合
分
野
に
お
け

る
改
革
と
、
理
工
系
人
材
の
育
成
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
初
頭

に
設
置
さ
れ
た
教
育
再
生
実
行
会
議

の
「
こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
等
の
在
り

方
に
つ
い
て
」（
平
成
25
年
5
月
）
と
題

す
る
提
言
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
提

言
は
、
大
学
を
改
革
し
、
教
育
の
質
保

証
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
、
世
界

に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
革
新
的
な
技
術
開

発
、
技
術
革
新
）
を
起
こ
す
理
工
系
人
材

育
成
等
を
積
極
的
に
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

文
部
科
学
省
は
「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ

ン
」（
平
成
24
年
6
月
）
及
び
右
記
の
指

摘
を
ふ
ま
え
て
、「
国
立
大
学
改
革
プ

ラ
ン
」（
平
成
25
年
11
月
）
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
理
工
系
人
材
育
成

強
化
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
本
学
で
は

「
徳
島
大
学
機
能
強
化
プ
ラ
ン
」（
平
成

25
年
7
月
）
を
策
定
し
、
理
工
学
部
理

工
学
科
の
設
置
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の

プ
ラ
ン
を
受
け
て
、
工
学
部
並
び
に
総

合
科
学
部
総
合
理
数
学
科
及
び
社
会
創

求
め
ら
れ
る
総
合
的
な
視
点

現
在
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

の
下
に
国
立
大
学
の
改
革
が
進
め
ら
れ

て
い
て
、「
国
際
」「
地
域
」「
協
働
」「
共

創
」
な
ど
を
新
学
部
名
に
冠
す
る
学
部

が
い
く
つ
か
誕
生
し
て
き
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
高
齢
化
、
社

会
経
済
構
造
の
変
化
な
ど
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
進
行
し
、
新
た
な
課
題
に
向
け

て
の
人
材
養
成
が
必
要
に
な
っ
て
き
た

こ
と
が
、
大
学
改
革
の
背
景
の
一
つ
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

の
諸
課
題
は
一
つ
の
原
因
に
起
因
す
る

も
の
で
は
な
く
、
地
域
固
有
の
自
然
環

境
・
社
会
環
境
あ
る
い
は
世
界
や
日
本

に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
の
下
に
、
多

様
な
要
素
・
要
因
が
関
連
し
合
っ
て
生

起
す
る
こ
と
か
ら
、
現
象
や
課
題
を
多

角
的
に
俯
瞰
で
き
、
総
合
的
な
視
点
か

ら
的
確
に
課
題
解
決
に
あ
た
る
こ
と
の

で
き
る
人
材
の
養
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

昭
和
61
年
（
1
9
8
6
）
に
発
足
し
た

総
合
科
学
部
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か

生
学
科
の
関
連
教
職
員
は
相
互
協
力
に

よ
り
理
工
学
部
理
工
学
科
を
構
築
す
る

と
の
強
い
意
欲
の
も
と
、
鋭
意
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
新
た
な
理
工
学
部
理
工
学
科
で

は
、
次
世
代
の
技
術
者
が
備
え
る
べ
き

学
術
の
基
礎
と
し
て
の
理
学
か
ら
、
応

用
と
し
て
産
業
を
支
え
る
工
学
ま
で
幅

広
い
理
工
学
学
士
課
程
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
展
開
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と

実
践
力
を
有
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
人
材
を
養
成
し
ま
す
。
具
体
的
な
改

革
の
骨
子
は
次
の
通
り
で
す
。

①
分
野
融
合
し
た
新
た
な
教
育
体
制

　

現
在
の
個
別
専
門
分
野
ご
と
に
細
分

化
し
た
学
部
・
学
科
を
分
野
融
合
に
基

づ
く
新
た
な
教
育
体
制
に
改
編
し
ま
す
。

②
理
学
と
工
学
要
素
の
融
合

　

両
要
素
の
融
合
並
び
に
そ
れ
ら
が
バ

ラ
ン
ス
良
く
連
動
し
た
新
た
な
理
工
学

教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
教
員
組
織
を
構
築

し
ま
す
。

③
経
過
選
択
制
に
よ
る
専
門
分
野
へ
の

配
属

ら
人
材
養
成
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で

き
た
学
部
の
一
つ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
さ
ら
な
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
産
業
構
造
の
転
換
、
国

際
交
流
人
口
の
拡
大
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
養
成
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
健
康
対
策
や

学
校
現
場
・
災
害
時
等
に
お
け
る
心
理

ケ
ア
と
い
っ
た
心
身
的
課
題
に
対
処
で

き
る
人
材
養
成
に
も
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
都
市

－

地
方
間
の
地
域
格
差
、
地
方
財
政
の

悪
化
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
限
界
集

落
の
拡
大
や
地
域
文
化
の
衰
退
、
地
方

都
市
に
お
け
る
中
心
商
店
街
の
衰
退
な

ど
は
長
ら
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
課
題
で

す
が
、
近
年
こ
う
し
た
傾
向
が
さ
ら
に

拡
大
し
て
き
て
お
り
、
地
域
活
性
化
・

地
域
創
生
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う

「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
革
新
者
）」
と
も
呼

べ
る
地
域
人
材
の
養
成
が
急
務
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
対
応
す
べ
く

　

現
工
学
部
で
は
、
6
割
近
く
の
学
生

が
大
学
院
に
進
学
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
従
来
の
体
制
に
加
え
て
、
6
年
間

を
単
位
と
し
た
教
育
体
制
・
教
育
内
容

を
構
築
し
ま
す
。

⑧
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
教
育

　

6
年
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
学

部
4
年
次
の
大
学
院
接
続
科
目
の
履
修

や
大
学
院
授
業
科
目
の
先
取
り
履
修
と

進
学
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
海
外

留
学
等
、
学
生
個
々
の
専
門
、
研
究
、

目
的
に
応
じ
た
体
系
的
で
柔
軟
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
野
を
持
っ
た
指
導
的
技
術
者
、
研
究

者
の
養
成
に
向
け
た
き
め
細
や
か
な
教

育
を
行
な
い
ま
す
。

本
改
組
は
、
香
川
征
学
長
、
高
石
喜

久
理
事
並
び
に
野
地
澄
晴
理
事
の
ご
指

導
・
ご
支
援
と
、
当
該
部
局
の
一
つ
と

し
て
大
西
德
生
元
工
学
部
長
、
福
富
純

一
郎
前
工
学
部
長
が
こ
れ
ま
で
敷
い
て

下
さ
っ
た
布
石
に
依
拠
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
平
井
松
午
総
合
科
学
部
長
に
は

不
断
に
ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
実
務
の
面
で
は

大
学
本
部
並
び
に
両
部
局
の
多
数
の
教

職
員
の
献
身
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

団
体
・
N
P
O
等
と
の
連
携
・
協
働

あ
る
い
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を

通
じ
て
実
際
に
現
場
に
赴
い
て
課
題
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
基
礎
的
知
識

を
社
会
現
場
で
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

課
題
解
決
能
力
を
育
成
す
る
実
践
型
授

業
科
目
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
教
育
に
も
取

り
組
み
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
学

部
共
通
科
目
にAcadem

ic English

な
ど
を
設
け
る
と
と
も
に
、
海
外
体
験

を
テ
ー
マ
と
し
た
総
合
科
学
実
践
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
目
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、

４
年
次
進
級
要
件
に
一
定
の
語
学
検
定

成
績
・
資
格
取
得
を
課
す
と
と
も
に
、

新
た
に
設
置
す
る「
国
際
教
養
コ
ー
ス
」

で
は
英
語
で
行
う
授
業
科
目
を
10
科
目

以
上
に
拡
大
し
、
海
外
か
ら
の
留
学
生

と
と
も
に
学
べ
る
学
修
環
境
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
・
総
合
科
学
部
の
概
要
や
入
試
情

報
に
つ
い
て
は
、
徳
島
大
学
H
P
の

次
の
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、新
・
総
合
科
学
部
で
未
来
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.tokushim

a-u.ac.jp/

new
_faculties/science/

理
工
学
部
の
紹
介

総
合
科
学
部
が
新
た
に
目
指
す
人
材
養
成

社
会
を
変
革
す
る
地
域
人
材・グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

理工学部設置準備
委員会委員長

（工学部長）

河村 保彦
（かわむら やすひこ）

総合科学部長

平井 松午
（ひらい しょうご）

教養教育
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
勢
井
先
生

に
よ
る
「
生
理
学
実
習
」
で
す
。
10
名

程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
先
生
は
教
室
で
の
講
義
も
板
書
を

使
い
ノ
ー
ト
を
取
ら
せ
ま
す
。
学
生
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
が
、
大
勢
な
の
で
限
界
が
あ

り
ま
す
。

「
教
室
で
の
講
義
と
違
い
、
実
習
は

理
解
し
や
す
い
で
す
ね
。
特
に
被
験
者

と
な
っ
た
学
生
は
そ
の
感
覚
を
一
生
忘

れ
な
い
で
し
ょ
う
ね
（
笑
）」

今
回
の
実
習
で
は
、
神
経
伝
達
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
、
特
に
反
射
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
し
た
。
電
気
刺
激
を
与
え
る
こ

と
で
神
経
を
興
奮
さ
せ
、
直
接
誘
発
さ

れ
る
、
あ
る
い
は
脊
髄
を
介
し
て
誘
発

さ
れ
る
筋
の
収
縮
を
観
察
し
ま
す
。
被

験
者
に
な
っ
た
学
生
に
他
の
学
生
が
電

極
を
貼
り
付
け
、
刺
激
の
強
さ
や
パ

タ
ー
ン
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
、
観
察
さ

れ
た
筋
電
図
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
取
り

込
み
、
解
析
し
ま
す
。

「
I
T
機
器
の
発
展
で
、
実
験
デ
ー

タ
の
収
集
や
結
果
の
解
析
比
較
が
簡
単

に
な
り
ま
し
た
」

実
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
質
問
に
訪
れ

る
学
生
も
い
ま
す
。

「
神
経
系
は
身
体
の
基
礎
で
す
。
今

後
も
体
験
型
の
実
習
を
工
夫
し
て
、
学

習
効
率
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
研
究
の

お
も
し
ろ
さ
も
伝
え
て
い
け
た
ら
」

と
、
学
生
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の

で
き
る
実
習
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
将
来
、
臨
床
医
に
な
ろ
う
と
、
研

究
者
に
な
ろ
う
と
、
大
学
で
学
ぶ
多
く

の
こ
と
を
身
に
つ
け
て
い
く
に
は
実
習

は
有
効
的
で
す
」

勢
井
先
生
は
睡
眠
に
関
す
る
研
究
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
脳
科
学
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
睡
眠
の
研
究
は

脳
の
活
動
を
裏
面
か
ら
観
察
す
る
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
私
た
ち
に
も

身
近
な
テ
ー
マ
で
す
。
新
た
な
研
究
成

果
が
ど
の
よ
う
に
授
業
へ
反
映
さ
れ
る

の
か
、
楽
し
み
で
す
。

︻
背
景
︼

教
養
教
育
院
設
置
の
背
景
と
目
的
・

方
向
性
を
紹
介
し
ま
す
。

①
昭
和
40
年
教
養
部
設
置
、
②
平
成

3
年
大
学
設
置
基
準
に
規
定
さ
れ
て
い

た
一
般
教
育
と
専
門
教
育
の
区
分
廃

止
（
大
綱
化
）、
③
平
成
5
年
教
養
部
を

医
・
歯
・
薬
学
部
が
あ
り
ま
す
蔵
本

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
大
学
病
院
と
と
も
に

医
療
に
関
わ
る
優
れ
た
教
育
研
究
環
境

を
誇
る
一
大
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
蔵
本
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
、
我
が
国
唯
一
の
酵
素
学
の

研
究
施
設
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
半
世
紀

廃
止
し
、
教
養
部
を
旧
総
合
科
学
部
と

統
合
し
新
総
合
科
学
部
を
教
養
教
育
の

中
心
部
局
と
し
た
。
④
全
学
共
通
教
育

の
円
滑
な
実
施
等
の
た
め
全
学
共
通
教

育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
⑤
大
綱
化
以
降

の
教
養
教
育
に
つ
い
て
種
々
の
課
題

や
、
各
大
学
に
お
け
る
基
礎
教
育
や
教

以
上
に
わ
た
り
、
酵
素
学
・
蛋
白
質
化

学
の
基
礎
医
学
研
究
分
野
で
多
大
な
研

究
業
績
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
創
薬
へ

と
結
び
つ
い
た
臨
床
応
用
開
発
に
優
れ

た
実
績
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
疾
患
酵
素

学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
22
年
度
よ

養
教
育
の
望
ま
し
い
実
施
・
責
任
体
制

の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
た
。
⑥
現
代
社
会
の
諸
課
題

（
メ
デ
イ
ア
の
地
殻
変
動
、
知
の
地
殻
変
動
等
）

に
対
応
す
る
教
養
教
育
の
必
要
性
が
認

識
さ
れ
る
。

︻
教
養
教
育
院
の
設
置
︼

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
本
学
で

は
教
育
戦
略
室
を
中
心
に
検
討
し
、
役

員
会
等
の
承
認
を
経
て
各
学
部
等
と
の

連
携
･
協
働
に
よ
り
本
学
並
び
に
各

学
部
の
学
位
授
与
の
方
針
に
沿
っ
た
教

養
教
育
の
運
営
及
び
質
保
証
を
担
う
責

任
部
局
と
し
て
「
教
養
教
育
院
」
を
設

置
し
、
時
代
に
即
し
た
教
養
教
育
科
目

の
開
設
、
教
養
教
育
の
企
画
･
運
営
、

り
国
公
私
立
の
枠
組
み
を
越
え
て
、
全

国
の
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
開
か
れ

た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
共
同

利
用
・
共
同
研
究
「
酵
素
学
研
究
拠

点
」
の
認
定
を
文
部
科
学
大
臣
よ
り
受

け
、
特
色
あ
る
酵
素
学
の
共
同
研
究
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
社
会
の
活
力
と
持
続
性
を

確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
真
・
善
・

美
を
追
究
す
る
学
術
の
殿
堂
で
あ
る
大

学
は
、
そ
の
「
知
の
創
出
機
能
」
を
最

大
限
発
揮
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
徳
島
大
学
で
は
、
そ
の
強
み
・

特
色
と
す
る
酵
素
学
、
健
康
・
疾
患
生

命
科
学
研
究
組
織
の
再
編
成
を
行
い
、

平
成
28
年
度
新
た
に
先
端
酵
素
学
研
究

点
検
･
評
価
、
教
育
方
法
等
の
改
善

等
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

︻
教
養
教
育
の
概
要
︼

教
養
教
育
の
方
針
は
①
入
学
時
か
ら

卒
業
時
ま
で
の
一
体
化
教
育
の
実
施
、

②
専
任
教
員
の
配
置
（
全
学
出
向
方
式
：

専
任
教
員
は
学
部
・
大
学
院
の
教
育
も
担
当
）、

③
兼
担
教
員
の
配
置
（
全
学
出
動
方
式
：

各
部
局
の
教
員
が
教
養
教
育
を
担
当
）、
④

教
養
教
育
に
つ
い
て
全
学
的
に
検
討
・

方
向
性
を
示
す
機
関
と
し
て
教
養
教
育

推
進
会
議
を
設
置
、
⑤
教
養
教
育
に
つ

い
て
検
証
し
、
改
善
を
提
言
す
る
教
育

課
程
検
証
委
員
会
を
設
置
、
⑥
現
代
社

会
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
新
し
い
教
養

教
育
の
企
画
・
運
営
、
⑦
外
国
語
教
育

所
を
設
置
し
て
そ
の
研
究
機
能
を
強
化

し
、
学
術
の
進
展
や
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
を
通
じ
て
社
会
へ
貢
献

す
る
計
画
を
策
定
致
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
平
成
10
年
に
ゲ
ノ
ム

機
能
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
さ
れ

国
際
的
に
も
評
価
の
高
い
研
究
成
果
を

挙
げ
て
い
る
現
疾
患
プ
ロ
テ
オ
ゲ
ノ
ム

研
究
セ
ン
タ
ー
、
元
医
学
部
酵
素
研
教

授
と
し
て
臨
床
応
用
開
発
で
多
大
な
知

財
を
形
成
さ
れ
た
藤
井
節
郎
先
生
の
財

団
か
ら
の
ご
寄
附
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
藤
井
節
郎
記
念
医
科
学
セ
ン

タ
ー
、
地
域
課
題
で
あ
る
糖
尿
病
の
克

服
を
目
指
す
糖
尿
病
臨
床
・
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
の
４
研
究
セ
ン
タ
ー
を
再
編

の
充
実
（
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
）
等

で
あ
る
。

︻
今
後
の
展
望
︼

教
養
教
育
推
進
推
進
会
議
や
教
育
課

程
検
証
委
員
会
、
並
び
に
教
養
教
育
院

が
稼
働
し
、
さ
ら
に
全
学
的
視
点
か
ら

時
代
に
即
し
た
中
長
期
的
な
改
革
を
柔

軟
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
学
の

教
育
改
革
に
資
す
る
こ
と
を
確
信
し
て

い
ま
す
。

成
・
集
中
化
し
、
先
端
酵
素
学
研
究
所

を
設
置
す
る
計
画
で
す
。
酵
素
精
製
、

代
謝
調
節
、
蛋
白
質
化
学
等
の
酵
素
学

の
基
礎
研
究
の
実
績
と
、
プ
ロ
テ
オ
ミ

ク
ス
、
メ
タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス
、
蛋
白
質
構

造
解
析
研
究
の
手
法
に
加
え
、
新
た
に

ゲ
ノ
ミ
ク
ス
、
エ
ピ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
、
ゲ

ノ
ム
編
集
に
よ
る
個
体
解
析
を
展
開
し

て
、
多
階
層
の
生
命
情
報
を
統
合
的
に

理
解
す
る
パ
ン
オ
ミ
ク
ス
的
研
究
に
よ

る
先
端
酵
素
学
研
究
を
、
新
研
究
所
を

中
心
に
推
進
し
て
共
同
利
用
・
共
同
研

究
国
際
拠
点
の
形
成
と
グ
ロ
ー
バ
ル
研

究
人
材
の
育
成
を
医
歯
薬
学
研
究
部
と

連
携
し
て
目
指
し
ま
す
。

好
奇
心
を
ど
う
植
え
付
け
て
い
く
か

自
ら
学
ぶ
授
業
を
大
切
に

大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部 

統
合
生
理
学
分
野︵
医
学
系
︶ 
教
授

勢
井 

宏
義 

（
せ
い 

ひ
ろ
よ
し
）

特集 徳島大学の組織改革

「
教
養
教
育
院
」の
設
置
に
つ
い
て

「
先
端
酵
素
学
研
究
所
」設
置
計
画
に
つ
い
て

副学長・理事（教育担当）

高石 喜久
（たかいし よしひさ）

先端酵素学研究所設置
準備委員会委員長

（疾患酵素学研究センター長）

福井 清
（ふくい きよし）

医学科2年次生理学実習


